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１２月号 

令和７年１２月１日 

堺市立東陶器小学校 

ＴＥＬ ２３６－００３６ 

ＦＡＸ ２３６－００２０ 

・１月 の主な行事 

〇５日（月） 

 学費振替日  

○８日（木） 

 ３学期始業式 

 Ａ３下校 11:30 ごろ 

○９日（金） 

 Ａ３下校 11:30 ごろ 

○１３日（火） 

 給食開始 A4 

○１４日（水） 

 初研 

Ｓ４下校 13:15ごろ 

○２２日（木） 

 ６年交響楽団鑑賞 

○２８日（水） 

 委員会活動（5 校時） 

○３０日（金） 

 ５年研究授業 

 Ｓ４下校 13:15 ごろ 

「土を握ればこの腕に 強い力がわいてくる」作品が届くのが楽しみですね。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１２ 月  の  行  事  予  定 
１ 月 学費振替日 テレビ朝礼 スクールカウンセラー来校日 
３ 水 太陽学級５・６年クリスマス会（泉ヶ丘東中） 

４年研究授業 Ｓ４下校 13:15 ごろ（4-3 は下校 15 時ごろ） 
４ 木 個人懇談 Ｓ４下校 13:15 ごろ 
５ 金 個人懇談 Ｓ４下校 13:15 ごろ 
７ 日 ※東陶器ふれあいまつり（体育館・運動場）10:00～15:00 
８ 月 個人懇談 Ｓ４下校 13:15 ごろ 
９ 火 個人懇談 Ｓ４下校 13:15 ごろ 

１０ 水 委員会活動 １～４年Ａ４下校 13:45 ５・６年Ａ５下校 14:50 
１１ 木 ３年出前授業 全学年Ａ４下校 13:45 ＰＴＡ役員会 19:00 
１２ 金 全学年Ａ４下校 13:45 ごろ 
１５ 月 テレビ朝礼 スクールカウンセラー来校 全学年Ａ４下校 13:45 ごろ 
１６ 火 ６年出前授業 全学年Ａ４下校 13:45 ごろ 
１７ 水 クラブ活動 １～３年Ａ４下校 13:45 ４～６年Ａ５下校 14:50 
１８ 木 全学年Ａ４下校 13:45 ごろ 
１９ 金 全学年Ａ４下校 13:45 ごろ 
２２ 月 テレビ朝礼 スクールカウンセラー来校 全学年Ａ４下校 13:45 ごろ 
２３ 火 給食最終日 下校 13:45 ごろ 
２４ 水 終業式 Ａ３下校 11:30 ごろ 堺市一斉下校指導 
※７日の「東陶器ふれあいまつり」は地域の行事で参加は自由です。 

※１１・１２日、１５・１６日、１８・１９日、２２・２３日は 
 全学年４時間で下校は 13:45 頃です。

 

「私たちの東陶器小修学旅行」をつくる 
 １１月１２日・１３日の修学旅行は、天気にも恵まれ、全ての活動を予定通りに行うことができ

ました。保護者の皆様には児童の体調管理等にご配慮いただきありがとうございました。本号では

表題にある目標を掲げて修学旅行に臨んだ６年生の様子についてお知らせします。 
    最初の目的地は焼き物づくりの「宗陶苑」でした。到着は 

   予定より遅くなりましたが、その後の児童の集中力はすばら 

   しく、今年も限られた時間でそれぞれの作品を作り上げてい 

   ました。ただ例年と違っていたのは、左の写真のように大胆 

   なデザインの作品を思い切りよく作っている人が多いことで 

   した。今回は校長になって以来１１回めの修学旅行でしたが、 

   左の写真のようなつぼ型の作品や、右のような木の葉の形を 

   した（しかも葉脈までつけている！）作品には初めて出会い

ました。教えてくださった工房の方も、指導のしがいのある「匠（たくみ）の集団」だったのでは

ないかと思います。毎年書いていることですが、校歌の歌詞の「遠い昔の営みに ゆかりも深い名

は陶器」のとおり、古代の最先端技術を駆使した焼き物である「須恵器」（すえき）の工人たちのＤ

ＮＡが受け継がれている？ということを強く感じました。作り上げた手応え十分の表情も素敵です。 

    一日めの活動を終え、宿舎での食事が終わった後の、各ク 

   ラスの出し物がまたそれぞれ見事なものでした。題材は学年 

   で統一された「桃太郎」でしたが、そのアレンジに各クラス 

   の特色が出ていて見応えがありました。どんな内容かはこの 

   日まで「極秘」にされていて、他のクラスの作品を見るのは 

   この日が初めてでした。写真のとおり、多種多様なかぶり物 

   や段ボール製の「舞台装置」が用意されていて、バスに積み 

   込むのも降ろすのも大変でしたが、出来栄えのよさはそのデ 

   メリットを超えて余りあるものでした。作品の解釈がまたさ 

   すがは６年生というもので、鬼は「ネット上の悪意ある人々」 

   であったり、人里に出て来て「害」を及ぼす「クマ」であっ 

   たりといった工夫を凝らしていました。さらに、どのクラス

とも、「鬼」は単なる悪ではなく、何らかの原因でそうならざるを得なかった人たちという設定で、

最後は「桃太郎」たちと仲直りするというあたたかいストーリーでした。 

 修学旅行の目的地は、水族館にしてもテーマパークにしても「楽しさを与えてくれる」施設です

が、６年生のみんなはそれを超えて、自分たちで「楽しさを創り出して」いました。まさに目標に 

掲げた「私たちの修学旅行をつくる」にふさわしい、すばらしい２日間がつくられたと思います。 

 卒業まであと４か月足らずとなりました。小学校生活最後の４か月の中で一人一人が目標をもち、

自分たちのよさにさらに磨きをかけ、個人として、集団として、すばらしい最高学年のあり方を後

輩たちに残してほしいと思います。（ホームページにカラー版を掲載していますのでご覧ください（裏面も）） 



数についての見方を広げるには 
               左の写真①は３年分数の学習の一場面です。青 
              で表した水が何Ｌかを問うていますが、多くの児 
              童が５分の３Ｌと正しく答えを出しました。しか 
              し本校では、なぜこれが５分の３Ｌなのかという 
              「見方」を大切にしたいと考えています。単に答

え             を出すだけならば、「１Ｌを５等分した３つ分だ 
              からだ」でよいのですが、もう少し突っ込む必要 
              があると考えました。そこで、２年かけ算の学習 
              以来児童がもっている、（同じ大きさの）１つ分 
              ×いくつ分＝全部の数という見方とつなげること 
              にしました。この場合なら、１つ分は５分の１Ｌ 
              であることをはっきりさせたうえで、その３つ分 
              だから５分の３Ｌになるのだという見方でとらえ 
              るということです（写真②）。 
               写真③はこの時間の児童のノートですが、５分 
              の１のいくつ分という見方を得ることによって、 
              この場面が１＋１＋１＝３というたし算で解決で 
              きることに気づいています。分数のたし算はまだ 
              学習していませんが、１つ分が同じ大きさならた 
              し算で計算できるという既習事項とのつながりが 
              できました。さらに写真④は、１つ分の５分の１ 
              が３つ分なのだから、かけ算で答えを出せるとい 
              うこと（６年で学習）にまで気づいています。こ 
              こには、分数という数の表し方についての深い理 
              解が見られます。つまり「５」という分母が表し 
              ているのは「１つ分の大きさが５分の１である」 
              ということであり、「３」という分子が表している 
のは「１つ分の５分の１が『３つ』ある」ということだという理解です。このこ

とによって「分数のたし算・ひき算やかけ算は分子だけをたしたりひいたりかけ

たりすればよい」という表面的な理解に終わるのではなく、「単位とする分数（１

つ分の分数）のいくつ分という見方をするから、分母は変わらず、分子のみの計

算になるのだ」というより深い理解が可能になります。 
               こうした見方は、分数以外の算数の学習にも役 
              立っています。写真⑤は重さの学習の一場面です。 
              １０００ｋｇ＝１ｔ（トン）を学習した上で、カ 
              バの体重２１００ｋｇは何ｔなのかを考えます。 
              この児童は「２１ｔ」という考えに対して「１０ 
              ００が１つ分なのだから、２０００ｋｇが２１に 
              なるのはおかしい」と反論しています。これは、 
              「かけ算」「分数」等の個別の知識や技能を統合

した数の見方を会得しているからこそのことであり、教科の本質によってしっか

り鍛えられた児童の姿です。こうした学びを増やしていきたいと考えています。 

修学旅行の様子です。（令和７年１１月１２日・１３日） 

学校の様子はブログでもお知らせしています。  http//www.sakai.ed.jp/weblog/index-i.php?id=sakai058  

バスの中も、すでに盛り上がっていますね。 
 
 

海の底からイルカを観察しているようでした。 
 

イワシのトルネードは幻想的でした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

忙しいスケジュールの中ですが，楽しい夕食のひと時でした。 
 

「キャベツ太郎」が家来を引き連れて「熊ヶ島」に着きました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

楽しい時間はあっという間に過ぎていきました。 
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